
A B

O

P

OA = 3, OB = 2, ∠AOB = 60◦ の三角形 OAB の

外接円の中心を Pとする．
−→
OA =

−→
a ,

−→
OB =

−→
b ,

−→
OP =

−→
p とするとき，以下の問いに答えよ．

(1) 内積
−→
a ·

−→
b の値を求めよ．

(2) 内積
−→
a ·

−→
p の値を求めよ．

(3)
−→
p を

−→
a と

−→
b で表せ．
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(1) 3

(2) 9
2

(3)
−→
p = 4

9

−→
a + 1

6

−→
b

解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

−→
p = α

−→
a + β

−→
b とおくことができます．誘導の

−→
a ·

−→
p の値，さらに

−→
b ·

−→
p の値も求めて

α, β の値を求めましょう．

【解答】

(1) 与えられた条件より

−→
a ·

−→
b = |

−→
a ||

−→
b | cos∠AOB ←− 内積の定義

= 3× 2× cos 60◦

= 3 …… 1⃝ ……（答）

(2) Pは △OABの外心であり，辺 OAの垂直 2等分線上にある．

OAの中点をMとすると

−→
a ·

−→
p = |

−→
a ||

−→
p | cos∠POA

= |
−→
a | × 1

2
|
−→
a | ←− |

−→
a | × (

−→
pの
−→
aへの正射影)

= 32

2
= 9

2
…… 2⃝ ……（答）

• OA ⊥ PMより

−→
OA ·

−−→
PM = 0 ←− 垂直 ⇐⇒ (内積) = 0

−→
a ·

(
1
2

−→
a −

−→
p
)
= 0

∴
−→
a ·

−→
p = 1

2
|
−→
a |2 = 9

2

• AP = OPであるから

|
−→
p −

−→
a | = |

−→
p |

|
−→
p |2 − 2

−→
a ·

−→
p + |

−→
a |2 = |

−→
p |2

∴
−→
a ·

−→
p =

|
−→
a |2

2
= 9

2

(3)
−→
p = α

−→
a + β

−→
b とおくことができる．このとき ←− 1 次独立なベクトル

−→
a ,
−→
b を用いて平面

上のベクトルを表す
ことができる．

−→
a ·

−→
p = α|

−→
a |2 + β

−→
a ·

−→
b

であり， 1⃝， 2⃝を代入すると
9
2

= 9α+ 3β ∴ 6α+ 2β = 3 …… 3⃝

また，

−→
b ·

−→
p =

−→
b × |

−→
b |
2

= 2

−→
b ·

−→
p = α

−→
a ·

−→
b + β|

−→
b |2

より

3α+ 4β = 2 …… 4⃝

3⃝， 4⃝を連立して

α = 4
9
, β = 1

6

よって

←− チェクリピ (392)
−→
p = 4

9

−→
a + 1

6

−→
b ……（答）

https://dl.dropboxusercontent.com/u/39826611/C%26RIIB/2b080207_%E5%A4%96%E5%BF%83.pdf

